
あいづっこ「携帯・スマホ等の使い方」宣言 

 

 

 

○携帯電話やスマートフォンを一方的に禁止したり、保護者や学校がルールを決めて一方的に児童生

徒に守らせたりするのではなく、児童生徒自身が必要だと考えるルールを自分たちで考え、児童生徒

が主体となって、自主的にそれを守っていくこと、また、それを保護者にも知らせ、学校と市内の保

護者も一緒になって、児童生徒とともに、そのルールが守れるように協力していくことが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

あいづっこ「携帯・スマホ等の使わせ方」宣言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ
い
づ
っ
こ 

「
携
帯
・
ス
マ
ホ
等
の
使
い
方
」
宣
言 

  
一 
家
の
人
と
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
決
め
、
必
ず
守
り

ま
す
。 

 

二 

や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
か
ら
使
い
、
夜
９
時
以
降

の
メ
ー
ル
等
は
し
ま
せ
ん
。（
※
家
族
と
の
連
絡
な
ど
必
要
な
事
を
除
く
。
） 

 

三 

人
の
傷
つ
く
こ
と
や
個
人
情
報
は
書
き
込
ま
ず
、
楽

し
く
使
用
し
ま
す
。 

 

四 

困
っ
た
時
や
悩
ん
だ
時
は
、
す
ぐ
家
の
人
に
相
談

し
、
一
緒
に
解
決
し
ま
す
。 

 

五 

Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
守
り
、
「
な
が
ら
」
ス
マ
ホ
（
携
帯
）
等

は
し
ま
せ
ん
。（
※
Ｔ
Ｐ
Ｏ
は
時
や
場
所
、
状
況
に
応
じ
た
心
配
り
な
ど
の
意
味
。） 

 

六 

家
族
や
友
達
と
の
直
接
（
目
と
心
で
）
の
会
話
を
大

切
に
し
ま
す
。 

 

 

や
っ
て
は
な
ら
ぬ 

 
 

 
 

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ 

な
ら
ぬ
こ
と
は 

 
 

 
 

な
ら
ぬ
も
の
で
す 

あ
い
づ
っ
こ 

「
携
帯
・
ス
マ
ホ
等
の
使
わ
せ
方
」
宣
言 

  

一 

携
帯
や
ス
マ
ホ
を
持
た
せ
る
場
合
は
、
目
的
を
は
っ
き

り
さ
せ
ま
す
。（
契
約
者
は
保
護
者
で
す
。
そ
れ
を
子
ど
も
に
貸
し
て
い
ま
す
。
） 

 

二 

家
庭
の
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
子
ど
も
任
せ
に
し
ま
せ

ん
。
ル
ー
ル
を
教
え
る
こ
と
は
保
護
者
の
責
任
で
す
。 

 

三 

ル
ー
ル
が
守
れ
な
い
時
や
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
時
は
、

保
護
者
が
一
緒
に
考
え
、
よ
い
方
法
を
見
つ
け
ま
す
。 

 

四 

ゲ
ー
ム
機
や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
使
い
方
に
も
目
を

配
り
、
時
間
の
使
い
方
を
指
導
し
ま
す
。 

 

五 

直
接
会
っ
て
話
す
こ
と
、
顔
を
見
て
話
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
教
え
ま
す
。 

 

六 

保
護
者
自
身
が
、
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
手
本
を
示

し
、
賢
く
使
え
る
子
を
育
て
ま
す
。 

 

 

や
っ
て
は
な
ら
ぬ 

 
 

 
 

や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ 

な
ら
ぬ
こ
と
は 

 
 

 
な
ら
ぬ
も
の
で
す 

※ 

子
ど
も
達
が
決
め
た
「
使
い
方
宣
言
」
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
者
同
士
が

し
っ
か
り
と
連
携
・
協
力
し
ま
す
。 

 

会津若松市父母と教師の会連合会  会津若松市小・中学校長協議会 
会津若松市立中学校生徒会  会津若松市立小学校児童会  会津若松市教育委員会 



わが家のルール
１．

２．

３．

あいづっこ「携帯・スマホ等の使い方

・使わせ方」宣言にもとづき、決めたル

ールは必ず守ります。守らせます。

平成 年 月 日

児童生徒名

保護者名


